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は
じ
め
に

今
日
、
日
本
の
世
界
遺
産
登
録
申
請
は
増
加

の
方
向
に
あ
る
。
世
界

遺
産

の
重
要
性

や
そ

の
登
録
意
義
が
徐

々
に
浸
透
し
、
国
民
に
と

っ
て
も
普
遍
的
な
存
在
と

し
て
認
識
さ
れ
る
よ

う

に
な

っ
て
き
て
い
る
。
日
本
に
お

い
て
登
録
さ
れ
た
世
界
遺
産
は
現
在
、
文
化
遺
産
が

一

〇
件
、
自
然
遺
産
が
三
件

の
計

一
三
件

で
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
登
録
を
検
討
し
て

い
る
地
域

も
多

い
。

こ
う

し
た
増
加
傾
向
は
、
世
界
遺
産

の
内
容
や
保
護

に
対
す

る
認
識
を
高
め
、
遺

産

の
重
要
性
を
啓
発
す
る
た
め
に
は
極
め

て
有
効
的

で
あ
る
し
、
こ
れ

は
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
な

い
全
国
の
史
跡
お
よ
び
名
勝
、
天
然
記
念
物

の
保
護
と
理

解
に
も
通
じ
る
も

の

で
あ
る
。

世
界
遺
産

の
登
録
は
、
遺
産

の
保
護
を
前
提
と
し
て
、
そ

の
知
名
度

を
あ
げ
て
存
在
性
を

高

め
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域
活
性
化

の
目
的
が
内
在
し
て

い
る
。
こ

れ
は
必
ず
し
も
否
定
す

べ
き

こ
と

で
は
な

い
が
、
勲
章
的
な
側
面
に
の
み
に
重
点
が
お
か
れ

る
場
合
は
、
本
来
の
趣

旨
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
性
も
出
て
こ
よ
う
。

世
界
遺
産

の
保
全
と
と
も

に
、
そ

の
認
識
や
理
解

に
は
管
理
者
や
自

治
体
そ
し
て
地
域
住

民
の
理
解
と
活
動
が
不
可
欠

で
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
啓
発
を
進
め
る
た
め
に
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ

ョ
ン
的
施
設

の
設
置
や
、
解
説
物

・
刊
行
物

の
出
版
が
不
可
欠
で
あ

る
。
イ

ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
的
施
設
と
し

て
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
新
た
に
設
置
す
る
単
独

の
施
設
、

あ
る
い
は
当
該
地
域

の
調
査
研
究
施
設
、
教
育

・
文
化
施
設
等
の
相
互
利
用
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
既
に
存
在
す

る
博
物
館

や
資
料
館

の
活
用
も
有
効
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
。
こ

の
根
拠
は
後

に
示
す

が
、
博
物
館
は
世
界
遺
産
に
限
ら
ず
、
地
域

の
文
化
財
保
護

・
活
用
や

啓
発
に

つ
い
て
の
役

割
も
担

っ
て
お
り
、
博
物
館
活
動

の

一
部
を
構
成
す
る
要
素
と
な

っ
て

い
る
の
で
零

+

世
界
遺
産
と
博
物

館
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
条
約
や
規
約

(以
下
関
連
規
約
と
す
る
)
に
準
じ

て
、
各
地
で
活
動
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
が
、
両
者

の
有
機
的
な
関
係
に

つ
い
て
の
認
識
は

徹
底
さ
れ
て

い
る
と

は
言

い
難

い
。
こ
う

し
た
世
界
遺
産
と
博
物
館
の
関
係
に

つ
い
て
は
、

関
連
規
約
を
も
と
に
す

で
に
灰
野
昭
郎
が
論
じ
て

い
る

(灰
野
二
〇
〇
〇
)
。
関
連
規
約
と

は
言
う
ま
で
も
な
く

、
世
界
遺
産
に

つ
い
て
は
、
「世
界

の
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産
の

保
護
に
関
す
る
条
約

」
で
あ
り
、
こ
れ
に
準
拠
し
て
登
録
が
審
議
さ
れ
る
。

一
方
、
博
物
館

に
関
す
る
世
界
的
な
規
約
は
、
国
際
博
物
館
会
議

(I
C
O
M
)
が
裁
決
し
た

「国
際
博
物

館
会
議
規
約
」

で
あ
り
、
多
く
の
国
が

こ
れ
に
準
拠
し
て
い
る
。

灰
野
は
ま
ず
最
初

に
、
博
物
館
と
世
界
遺
産

の
関
連
性
を
概
観
す
る
中

で
、
=

般
的
に

世
界
遺
産
は
不
動
産
、
お
よ
び
そ
れ
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
物
件
」
、
通
常

の

「博
物
館
資
料

は
動
産
と

い
え

る
」

と
し
て
基
本
的
な
認
識
に
つ
い
て
整
理
し
、
次

い
で
世
界
遺
産
と
博
物

館

の
密
接
な
関
係
や
接
点
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て

い
る
。



①
歴
史
的

に
見

て
も
、
文
化
遺
産

の
保
護
と
研
究

の
責
任
者
と
し

て
学
芸
員
が
登
場
し

て
く
る
た
め
、
博
物
館
と
世
界
遺
産
は
本
来
密
接
な
関
係
に
あ

る
。

②

「世
界

の
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産

の
保
護

に
関
す
る
条
約
」

は
、
国
際
連
合
教

育
科
学
文
化
機
関

(
ユ
ネ

ス
コ
)
総
会
で
決
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
国
際
博
物
館

会
議
も
同
様

に
ユ
ネ

ス
コ
の
傘
下
に
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
博
物
館
は
社
会

に
貢

献
す
る
施
設
と
し
て
定
義
さ
れ
、
世
界

の
博
物
館
も

ユ
ネ

ス

コ
の
傘
下
あ
る
。
従

っ

て
、
世
界
遺
産
と
博
物
館
は
根
元
で
は
同
概
念

で
あ
る
。

③

「国
際
博
物
館
会
議
職
業
倫
理
規
定
」
に
あ
る
不
法
取
引

の
条

項
で
は
、
史
跡
、
少

数
民
族

の
破
壊
等
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
は
慎
む
。
そ
れ
は
国

の
財
産
、
世
界
の
財
産

の
精
神

に
反
す
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
人
間
遺
跡

や
宗
教
遺
跡

の
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
を
良
好
な
状
態

で
伝
え

る
責
任
を
負
う
、
と

い
う
記
述

は
、
直
接
的
に
世
界

遺
産
と
か
ら
む
条
項

で
あ
る
。

以
上

の
よ
う

に
、
世
界
遺
産
と
博
物
館
は
非
常
に
密
接
な
関
係
で
あ

る
こ
と
を
示
し
、
博

物
館

の
機
能

の
中
に
は
世
界
遺
産
を
保
護

・
啓
発
す
る
役
割
が
内
在
す

る
こ
と
を
提
示
し
た
。

こ
う
し
た
基
本
的
な
認
識
に
つ
い
て
異
論
を
唱
え
る
者
は
ま
ず
存
在
し

な

い
と
考
え
ら
れ
、

共
通
し
た
見
解
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
に
次
ぐ
、
よ
り
具
体
的
か

つ
詳
細
な
内
容
や
見
解
に

つ
い
て
は
、
そ
の
後
、

指
摘

・
論
考
さ
れ
た
も

の
は
ほ
と
ん
ど
無

い
と
言

っ
て
よ
い
。
し
た
が

っ
て
本
稿
は
、
灰
野

の
見
解
を
基
礎

に
し
て
、
世
界
遺
産
と
博
物
館

の
密
接
な
関
係
に

つ

い
て
改
め
て
整
理
し
、

世
界
遺
産

の
理
解
や
保
護
、
そ
の
活
用
を
深
め
る

一
機
関
と
し
て
博
物
館

の
存
在
を
位
置
づ

け
、
そ

の
有
効
性
を
考
え

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
、
世
界
遺
産
と
博
物
館

の
関
連
規
約
を
整
理
し
、
次

い
で
世
界
遺
産
に
関

連
す
る
博
物
館

の
役
割

の
確
認
、
博
物
館

に
お
け
る
遺
産

の
解
釈
、

野
外
博
物
館
や

エ
コ

ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
活
動
と

の
共
通
点

の
整
理
を
行

い
、
世
界
遺
産

の
具
体

例
を
紹
介
し

つ
つ
、

博
物
館

の
理
想
的
な
運
営
や
方
策
に

つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

一
、
国
際
博
物
館
会
議
関
連
規
約

世
界
遺
産
と
博
物
館

の
定
義

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
関
連
規
約
に
よ

っ
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
国

際
博
物
館
会
議

(I
C
O
M
)
が
採
択
し
た
、
博
物
館
に
関
す
る
国
際

的
な
規
約

で
あ
る
、

「
国
際
博
物
館
会
議
規
約
」
や

「職
業
倫
理
規
定
」

の
条
文

の
中
で
、

世
界
遺
産
に
関
連
す

る
条
項
を
抽
出
し
て
整
理
し
、
博
物
館
と
世
界
遺
産

の
国
際
的
理
解
や

関
連
性
に

つ
い
て
見

て
み
よ
う
。

国
際
博
物
館
会
議

規
約

(
一
九
八
九
年
オ
ラ
ン
ダ
の
バ
ー
グ
で
採
決
)

第

2
条

定
義

1
.
博
物
館

と
は
、
社
会
と
そ

の
発
展
に
貢
献
し
、
研
究

・
教
育

・
楽
し
み
の
目
的

で
人
間
と
そ

の
環
境

に
関
す
る
物
質
資
料
を
取
得
、
保
存
、
研
究
、
伝
達
、
展
示
す

る
公
共

の
非
営
利
常
設
…機
関

で
あ
る
。

(
a
)
上
記

の
博
物
館
定
義
は
そ
の
管
理
体
制

の
性
格
、
地
域

の
特
性
、
機
能
構
造
、

又
は
収
集
方
法
に
よ

っ
て
も
制
限
さ
れ
な
い
。

(b
)
上
記
機
関
に
加
え
て
次

の
機
関
を
博
物
館
と
み
な
す
。

(i
)
自

然
、
考
古
学
、
民
族
学
上
の
遺
物
、
遺
跡
、
史
跡
、
及
び
人
間
と
そ
の

環
境

に
関
す
る
物
的
資
料
を
取
得
、
保
存
、
伝
達
す
る
博
物
館

の
性
格
を
有
す

る
場
所

。

(H
)
植

物
、
動
物

の
生
物
標
本
を
収
集

・
展
示
す

る
機
関
、
即
ち
植
物
園
、
動

物
園
、
水
族
館
、
ビ
バ
リ
ア
な
ど
。

(…m
)
科

学
セ
ン
タ
ー
及
び
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。

(
V
)
図
書
館
及
び
公
文
書
セ
ン
タ
ー
の
常
設
保
存
研
究
所
及
び
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

(
v
)
自

然
保
護
地
。

(
V
)
諮

問
委
員
会
に
意
見
を
求
め
た
後
、
執
行
委
員
会
が
下
記

の
ご
と
く
考
え

・



る
…機
関
。

・
部
分
的
又
は
全
体
的

に
博
物
館

の
特
性
を
備
え

て
い
る
。

・
博
物
館
学
的
研
究
、
教
育
又
は
研
修
を
通
し
博
物
館
と
博
物
館
専
門
職
を

支
持
し
て
い
る
。

国
際
博
物
館
会
議
規
約

で
は
、
以
上

の
よ
う
に
博
物
館
を
定
義
し
て

い
る
。
こ
こ
で
注
目

し
て
お
き
た

い
の
は
、
b
I
i
項

で
あ
り
、
博
物
館

の
中
に
は
、
遺
跡

・
史
跡

(記
念
物
)

が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
遺
跡
や
史
跡
も
博
物
館
の

一
部
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

も
ち

ろ
ん
こ
れ
は
、
単
体

の
遺
跡
そ
の
も

の
の
場
合
は
少
な
く
、
多

く

の
場
合
は
遺
跡
に

「博
物
館

の
性
格
を
有
す
る
場
所
」
が
必
要
条
件
と
な
る
が
、
遺
跡

・
史
跡
も
博
物
館
を
構

成
す
る

一
要
素

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
b
l

v
項
で
は
、
自
然
保
護
地
と
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
天
然
記

念
物

で
あ

る
動
植
物

の
生
息
地

・
自
生
地
や
、
自
然

の
名
勝
を
含
む
地
域
が
該
当
し
、
博
物

館
は
広
範
な
定
義
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
定
義
に
準
じ
れ
ば
、
遺
跡

・
史
跡
、
自
然
保
護
地
も
必
要
な
条

件
を
整
備
す
れ
ば
、

博
物
館
と
し
て
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
般
的
に
、
遺
跡

・
史
跡

は
文
化
遺
産
で
あ
り
、

自
然
保
護
地
は
自
然
遺
産
に
該
当
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
産
が
博
物
館
と
し

て
定
義
さ
れ
、
運
営

・
活
用
で
き
る
要
件
を
備
え

て
い
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

国
際
博
物
館
会
議
職
業
倫
理
規
定

(
一
九
八
六
年
ブ
エ
ノ
ス
ァ
イ
レ
ス
で
採
択
)

3
.
1

収
蔵
品

(
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
)

…
…
管
理
機

関
は
、

(中
略
)
自
国
ま
た
は
そ

の
他

の
文
化
遺

産
も
し
く
は
自
然
遺

産

(中
略
)
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。

3
.

2

違
法
資
料

の
取
得

資
料
お
よ
び
標
本
の
不
法
取
引
は
、
史
跡
、
民
族
文
化
お
よ
び

生
物

の
生
息
環
境

の

破
壊
を
促
し
、
地
方

レ
ベ
ル
、
国
レ
ベ
ル
お
よ
び
世
界
レ
ベ
ル

で
の
盗
難
を
助
長
す

る
も

の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、

(中
略
)
各
国

の
遺
産
お
よ

び
国
際
遺
産
を
尊
重

す
る
精
神
に
反
す
る
も

の
で
あ
る
。

3
.
3

現
地
調
査
お
よ
び
収
集
活
動

(
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
)

博
物
館

は
、
世
界

の
博
物
学
的
、
考
古
学
的
、
民
族
学
的
、
歴
史
学
的
お
よ
び
芸
術

的
資
源
の
劣
化
を
阻
止
す
る
活
動
に
お
い
て
指
導
的
立
場
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
各
博
物

館
は
、
適
切
な
国
お
よ
び
国
際
法
な
ら
び
に
条
約
上
の
義
務
に
基
づ
き
、

ま
た
、
そ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
、
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産
を
保
護
し
増
進
さ
せ
る

た
め
の
国
お

よ
び
国
際

レ
ベ
ル
の
努
力

の
精
神
、
お
よ
び
意
図
に

一
致
し
て
い
る
こ

と
を
正
当

に
確
信
し

つ
つ
、
収
集
活
動
を
行
う
方
針
を
策
定
す

べ
き
で
あ
る
。

職
業
倫
理
規
定

の
基
本
は
、
博
物
館
あ
る
い
は
専
門
職
員

の
基
本
姿
勢
や
責
任

の
原
則
に

あ
る
。
博
物
館

の
定
義

は
国
際
博
物
館
会
議
規
約
に
準
じ
て
お
り
、
そ
の
前
提
の
も
と
に
倫

理
に
関
す
る
細
か
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

職
業
倫
理
規
定
で
は
、
博
物
館
は
文
化
遺
産
や
自
然
遺
産
の
保
護
に

つ
い
て
、
世
界
遺
産

に
関
す
る
条
約
に
あ

る
基
本
的
姿
勢
を
遵
守
す
る
こ
と
が
前
提
に
あ
る
。
3
.
1
は
特

に
博

物
館

の
収
蔵
品

(
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
)
に
関
わ
る
条
項
で
あ
る
が
、
そ

の
前
提
と
し
て

「文
化

遺
産
も
し
く
は
自
然

遺
産
の
尊
重
」
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
3
.
2
は
違
法
資
料

の
取
得
に

関
す

る
制
約
ま
た
は

禁
止
条
項
で
あ

る
が
、
同
様

に
違
法

・
不
法
取
引
は
、
「史
跡
、
民
族

文
化

お
よ
び
生
物

の
生
息
環
境

の
破
壊
」
を
促
し
、
「
地
方

レ
ベ
ル
、
国

レ
ベ
ル
お
よ
び
世

界
レ
ベ
ル
で
の
盗
難
を
助
長
す
る
」
点
を
厳
重

に
注
意
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は

「各
国

の
遺
産
お
よ
び
国
際
遺
産
を
尊
重
す
る
精
神
に
反
す
る
も
の
」
と
あ
り
、
博
物
館
は
世
界
遺

産
を
尊
重
し
保
護
す

る
こ
と
が
前
提

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
3
.
3
は

、
世
界
遺
産
を
含
む
現
地
調
査
お
よ
び
収
集
活
動
に
関
す
る
制
約
で
あ

る
。
具
体
的
に
遺
産

に
関
係
す
る
劣
化
を
、
「
阻
止
す
る
活
動

に
お

い
て
指
導
的
立
場
に
立

た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
あ
り
、
「
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産
を
保
護
し
増
進
さ
せ
る

た
め

の
国
お
よ
び
国

際
レ
ベ
ル
の
努
力

の
精
神
」
を
遵
守
す
る
こ
と
が
、
博
物
館

の
活
動
に

お

い
て
は
前
提

で
あ

る
と
記
し
て
い
る
。
特

に
、
博
物
館
は

「指
導
的
立
場
」
で
あ
る
べ
き
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で
あ
り
、
国
際

レ
ベ
ル
の
遺
産

の
保
護
と
そ
の
努
力
が
、
博
物
館
の
重
要
な
役
割

の

一
つ
で

あ
る
こ
と
明
記
し
て
い
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
国
際
博
物
館
会
議

の
関
連
規
約
で
は
、
具
体
的
な
活
動
方
法
は
明
示
さ

れ

て
い
な

い
が
、
①
広
義

の
遺
産
が
博
物
館
と
し
て
定
義
さ
れ

て
い
る

こ
と
。
②
博
物
館
活

動
に
は
遺
産
保
護

の
精
神
に
お
い
て
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
こ
と
、
が
確
認
で
き
る
。
し
た

が

っ
て
、
博
物
館
は
世
界
遺
産

(記
念
物
等
)
と
無
関
係
で
は
な
く
、
遺
産

の
保
護

に
重
要

な
役
割
を
も
ち
、
濃
密
な
関
係
も

っ
て
い
る
こ
と
が
再
確
認

で
き

る
。

二
、
日
本

の
博
物
館
法
お
よ
び
博
物
館
関
連
規
約

次

に
、
日
本
の
博
物
館
法
お
よ
び
関
連
法
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

博
物
館
法

は
言
う
ま

で
も
な
く
、
前
述

の
I
C
O
M
の
採
決
し
た

「国
際
博
物
館
会
議
規
約

」
に
準
じ
る
立
場
を

と

っ
て

い
る
。

こ
こ
で
は
、
「博
物
館
法
」
と
文
部
省
通
達

の

「市
町
村
立
歴
史
民
俗
資
料

館

の
設
置

・
運
営

の
あ
り
方
」
、
社
会
教
育
審
議
会

・
社
会
教
育
施
設
分
科
会
中
間
報
告

の

「博
物
館

の
整
備

・
運
営
の
在
り
方
に

つ
い
て
」
に

つ
い
て
整
理
す
る
。

博
物
館
法

(
一
九
五
六
年
施
行
)

第

3
条

(博
物
館

の
業
務
)

①
ー

8

当
該
博
物
館

の
所
在
地
又
は
そ
の
周
辺
に
あ
る
文
化

財
保
護
法

(昭
和

2

5
年
法
律
第

2
1
4
号
)
の
適
用
を
受
け
る
文
化
財
に

つ
い
て
、
解
説
書
又
は
目

録
を
作
成
す
る
等

]
般
公
衆

の
当
該
文
化
財
の
利
用

の
便
を

図
る
こ
と
。

①
ー

9

他

の
博
物
館
、
博
物
館
と
同

一
の
目
的
を
有
す
る
国

の
施
設
等
と
緊
密
に

連
絡
し
、
協
力
し
、
刊
行
物
及
び
情
報

の
交
換
、
博
物
館
資

料

の
相
互
賃
借
を
行

う

こ
と
。

①
ー

10

学
校
、
図
書
館
、
研
究
所
、
公
民
館
等

の
教
育
、
学
術
又
は
文
化

に
関
す

る
諸
施
設
と
協
力
し
、
そ
の
活
動
を
援
助
す
る
こ
と
。

②
博
物
館
は

、
そ

の
事
業
を
行
う

に
当
た

っ
て
は
、
土
地

の
事
情
を
考
慮
し
、
国
民

の
実
生
活

の
向
上
に
資

し
、
更

に
学
校
教
育
を
援
助
し
得
る
よ
う
に
も
留
意
し
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。

博
物
館
法
は

一
九

五
六
年
施
行
以
降
、
多
少

の
改
正
は
あ
る
が
、
た
と
え
ば
前
述

の

一
九

八
九
年

の
オ
ラ
ン
ダ

・
バ
ー
ク
で
採
択
さ
れ
た

「
国
際
博
物
館
会
議
規
約
」
等

の
内
容
を
適

時
改
正
し
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
し
、
倫
理
規
定
に
つ
い
て
も
文
言
が
な

い
。
そ
う
し
た
意

味
に
お

い
て
今

日
の
博
物
館
法
は
、
改
正

の
余
地
を
大

い
に
残
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
基

本
的
な
理
解
に
お

い
て
は
支
障
は
な

い
。

ま
ず
博
物
館
法

の
第

3
条
①
ー

8
項

で
は
、
文
化
財
保
護
法
の
適
用
を
受
け
る
文
化
財
に

つ
い
て
の
便
を
図
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
、
文
化
財
の
活
用
は
博
物
館

の
役
割

の
主
要
素

で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

こ
の
解
釈

に
は
二
者
あ

る
。
そ

の

一
は
、
文
化
財
保
護
法
に
あ
る

い
わ
ゆ
る
有
形
文
化
財

や
民
俗
文
化
財

の
動

産
的
な
文
化
財

(含
む
国
宝

・
重
要
文
化
財
)

や
無
形
文
化
財

に
つ
い

て
、
保
管

の
内
外
を

問
わ
ず
、
そ

の
所
在
地
や
内
容
に
つ
い
て
解
説
書
又
は
目
録
を
作
成
し

て
、
学
習
や
研
究
あ

る

い
は
見
学
等

の
利
用

の
便
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
記
念
物

や
伝
統
的
建
造
物
群
、
登
録
文
化
財

の

一
部
も
含
ま
れ
る
が
、

一
般

的
に
不
動
産
的
な
指
定
物
件

に
つ
い
て
、
同
様

に
所
在
地

や
内
容
に
つ
い
て
解
説
書
又
は
目

録
を
作
成

し
て
、
学

習
や
研
究
あ
る
い
は
見
学
等

の
利
用
の
便
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ず

れ
に
し
て
も
、
博
物
館

の
使
命
と
し

て
文
化
財

の
活
用
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
文
化
財
保
護
法

の
適
用
を
受
け
る
文
化
財
、
特
に
国
宝

や
重
要
文
化
財
の
指
定
を

受
け
た
有
形
文
化
財

や
民
俗
文
化
財
に

つ
い
て
は
、
公
開
に
関
す
る
条
項
が
存
在
す
る
。
指

定
文
化
財

の
公
開
勧
告
や
命
令
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
多
く
の
場
合
博
物
館
が
公
開
場
所

と
な
り
、
同
法
と
博
物
館
と

の
関
係
は
非
常

に
深

い
と

い
え

る
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る

ま
で
も
な
く
、
博
物
館
は
文
化
財
保
護
法
と
有
機
的
な
関
係
を
共
有
し

て
い
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、
博
物
館

の
使
命
と
も
大

い
に
関
連
し
て

い
る
と

い
え
る
。
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市
町
村
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置

・
運
営
の
あ
り
方
(昭
和
五
二
年
文
化
庁

・
文
化
財
保
護
部
)

設
置
と
資
料
館
活
動

(1
)
用
地

…

(略
)
…
建
設
予
定
地

の
付
近
に
建
造
物

・
美
術
工
芸
品

・
民
俗
文
化
財

・
遺

跡
及
び
名
勝
地
な
ど

の
文
化
財

や
公
民
館

・
美
術
館

・
図
書

館
及
び
文
化
会
館
等

の
教
育
文
化
施
設
が
あ
り
、
有
機
的

に
文
化

・
文
化
財

の
学

習
活
動
が
で
き
る
こ

と
が
望
ま
し

い
。
…
…

(
2
)
資
料
館
活
動

H
学
習
活
動

の
内
容

a
.
文
化
財
見
学

(学
習
)
会

の
開
催

市
町
村
内

に
所
在
す
る
遺
跡

・
建
造
物

・
美
術
工
芸
品

・
伝
統
芸
能

・
有
形

の

民
俗
文
化
財
を
現
地
に
訪
ね
て
実
際

に
見

て
理
解
を
深
め

る
。

こ
の
条
文

で
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館

の
設
置
場
所
は
、
建
造
物

・
遺
跡

・
他

の
文
化
財
所

在
地
に
近
く
、
文
化
財
の
学
習
活
動
が
期
待

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
あ
る
。
そ
し
て
、

具
体
的

に
は
現
地
見
学
も
重
要
と
あ
る
。
こ
の
通
達
は
法
令
的
な
規
制

は
な
く
、

一
九
七
七

年

の
や
や
古

い
時
期

の
も

の
で
あ
る
が
、
当
時

の
博
物
館

・
資
料
館
と
文
化
財

(記
念
物
)

の
あ
り
方
を
考
え
る
場
合
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
即
ち
、
資
料
館
そ

の
も

の
を
記
念
物
と

一
体
で
考
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
目
的

に
は
、
記
念
物
等

の
保
護

や
整
備
、
そ
し
て
活

用
が
あ
げ
ら
れ
る
。
単
体

の
施
設
と
し
て
の
資
料
館
で
は
な
く
、
文
化

財
、
特
に
記
念
物

の

活
用
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
目

的
や
姿
勢
が
当
時
、

少
な
く
と
も
歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

、
こ
の
方
向
性
は
現

在

の
博
物
館

の
役
割

に
も
通
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

博
物
館
の
整
備

・
運
営
の
在
り
方

に
つ
い
て

(平
成
2
年

社
会
教
育
審
議
会

・
社
会
教
育
施
設
分
科
会
中
間
報
告
)

1
.
博
物
館
活

動

の
活
発
化

(1
)
教
育

普
及
活
動
の
多
様
化
と
充
実

…

(略

)
…
。
博
物
館

の
教
育
普
及
活
動

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
博
物
館
の
資
料

や
特
色
を

活
か
し
、
…
遺
跡
見
学
会
等

の
野
外
で
の
活
動
や
…
多
彩
な
活
動
を
工

夫
す
る
必

要
が
あ
る
。
…

博
物
館

は
そ
の
館
種
に
応
じ
て
、
文
化
財
保
護
あ
る

い
は
自
然
保
護

に
関
し
て

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
博
物
館
と
し
て
資
料

の
保
存

に
細
心

の
注
意

を
払

い
、
後
世
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
博
物
館
事
業

の
実
施
に

当
た

っ
て
、
文
化
財
や
自
然
の
保
護
に
対
す
る
人

々
の
意
識
を
高
め
る
よ
う

一
層

の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
教
育
審
議
会

・
社
会
教
育
施
設
分
科
会

の
中
間
報
告
と
い
う
性
格
は
あ
る
が
、
貴
重

な
内
容
で
あ
る
。
同
報
告

の
前
半
部
分
は
、
前
述

の

「市
町
村
立
歴
史
民
俗
資
料
館

の
設

置

・
運
営
の
あ
り
方
」
と
同
じ
く
、
博
物
館
は
記
念
物

(遺
跡
等
)
の
活
用
と
普
及
に
対
し

て
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
性
を
述

べ
て

い
る
。
後
半
部
分

で
は
、
明
確

に
博
物
館

の
役
割

と
し
て
、
「文
化
財
保
護
あ
る

い
は
自
然
保
護
」
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、

一
般
市

民

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
博
物
館

の
役
割
と
し

て
お
り
、
博
物
館
活
動
の
主
要
素

で
あ
る

普
及

・
啓
発
活
動
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
報
告
も

一
九

九
〇
年
と
比
較
的
古

い
時
期

の
中
間
報
告
と

い
え
る
が
、
博
物
館
と
文

化
財

の
関
係
を
考
え

る
場
合
に
は
重
要
な
報
告
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

博
物
館
法
お
よ
び
そ
の
間
連
法
規
を
見

て
き
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

三
者
と
も
に
博
物
館

は
、
文
化
財
保
護
や
普
及
に

つ
い
て
の
役
割
を
も

つ
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
従

っ
て
、
博

物
館
と
文
化
財
保
護
は
極
め
て
有
機
的
な
関
係
に
あ
り
、
直
接

・
間
接

を
問
わ
ず
博
物
館

の
使
命
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
博
物
館
法
第

3
条

の
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条
項
は
、
広
範
な
文
化
財
に
該
当
す

る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
し
、
他

の
こ
者

の
条
文
は
、
そ

の
内
容
を
よ
り
具
体
化
し
た
内
容
と
し
て
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
博
物
館

の

役
割

に
は
、
こ
う
し
た
理
解
や
方
向
性
が
存
在
し
、
博
物
館
活
動

の
構
成
要
素

に
な

っ
て

い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、
博
物
館

の
種
類
に
よ

っ
て
は
、
文
化
財
の
保
護

や
活
用
に

つ
い
て
、
直
接
的
ま

た
は
積
極
的
な
事
業
と
し
て
運
営
で
き
な

い
施
設
が
存
在
す
る
の
も
事

実
で
あ
る
。
し
か
し
、

博
物
館

の
使
命

に
お

い
て
は
、

こ
う
し
た
基
本
姿
勢
が
前
提

に
あ

る
こ
と
を
理
解

し
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

三
、
世
界
遺
産

に
関
す
る
条
約

こ
こ
で
は
、
「世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護

に
関
す
る
条
約
」

(以
下
、
世
界

遺
産
条
約
と
す
る
)
の
な
か
で
、
博
物
館
と
関
連
す
る
事
項
を
見
て
み
よ
う
。
そ

の
前
提
は
、

文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
と
も

に
自
国

の
法
整
備

(立
法
上
の
措
置
)
が
必
要

で
あ
る
が
、
日

本
の
場
合

に
は

い
う
ま

で
も
な
く
前
述
の
文
化
財
保
護
法

の
適
用
が
必

要
条
件
と
な
る
。
以

下
、
関
連
条
項
を
あ
げ

て
み
よ
う
。

世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護

に
関
す
る
条
約

第
五
条

(b
)
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産

の
保
護
、
保
存
及
び
整
備

の
た
め

の
機
関
が
存
在

し
な

い
場
合
に
は
、
適
当
な
職
員
を
有
し
、
か

つ
、
任
務

に
必
要
な
手
段
を
有
す

る

一
又
は
二
以
上

の
機
関
を
領
域
内
に
設
置
す
る
こ
と
。

(
e
)
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
、
保
存
及
び
整
備

の
分
野
に
お
け
る
全
国

的
又
は
地
域
的
な
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
置
又
は
発
展
を
促
進

し
、
並
び
に
こ
れ
ら

の
分
野
に
お
け
る
学
術
的
調
査
を
奨
励
す
る
こ
と
。

第

二
七
条

1

締
結
国

は
、
あ
ら
ゆ
る
適
当
な
手
段
を
用

い
て
、
特
に
教
育
及
び
広
報
事
業
計

画
を
通
じ

て
、
自
国
民
が
第

一
条
及
び
第

二
条
に
規
定
す
る
文
化
遺
産
及
び
自
然

遺
産
を
評
価
し
尊
重
す
る
こ
と
を
強
化
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

こ
れ
ら
の
条
文
は

、
い
ず
れ
も
直
接
的
に
博
物
館

の
文
言
は
示
し
て
は
な

い
が
、
博
物
館

の
関
連
性

に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
よ
う
。
第
五
条
b
に
お

い
て
は
、
職
員
と
機
関

の
設
置

が
う
た
わ
れ
、

e
に
お

い
て
は
全
国
的
又
は
地
域
的
な
研
修

セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
示
さ
れ
て

い
る
。
第
五
条

b
は
、
第

一
義
に
国
家
的
な
レ
ベ
ル
に
お

い
て
世
界
遺
産
担
当
の
職
員
や
機

関
の
設
置
が
必
要
と
す
る
。
ま
た
、

一
又
は
二
以
上

の
機
関
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
主
要
な

地
域
に
も
総
合
的
機

関

の
設
置
が
必
要

で
あ
る
と
解
釈

で
き
る
。

e
の
全
国
的
又
は
地
域
的
な
研
修
セ
ン
タ
ー

の
設
置
又
は
発
展
を
促
進
し
、
の
文
言
は
、

国
レ
ベ
ル
の
機
関
設

置
に
次

い
で
、
各
遺
産
を
有
す
る
地
域
や
自
治
体
に
設
置
さ
れ
る
べ
き

必
要
不
可
欠
な
機
関

・
施
設
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
設
置
さ
れ
た
研
修
セ
ン
タ
ー

は
、
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
学
術
的
調
査

や
、
保
護
、
保
存
及
び
整
備
を
担
当
す
る
。
ま

た
、
第

二
七
条
に
あ

る
教
育
や
広
報
的
手
段
に
よ

っ
て
、
遺
産
の
評
価
や
尊
重
す
る
精
神
を

啓
発
す
る
使
命
も
負

っ
て
お
り
、
国
レ
ベ
ル
の
限
ら
れ
た
機
関
の
み
で
は
、
効
果
的
な
活
動

に
は
限
界
が
あ
ろ
う

。

研
修
セ

ン
タ
ー
の
厳
密
な
組
織

の
規
定
は
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
文
化
財
保
護
政
策
に
倣

っ

て
、
担
当
部
局
で
行

わ
れ
る
場
合
が
多

い
。
し
か
し
こ
れ
ら
内
容
は
、
博
物
館

の
機
能

に
も

符
合
す
る

の
で
あ
る

。
前
述
の
歴
史
民
俗
資
料
館

の
役
割

に
は
、
文
化
財

の
保
護

・
保
存

・

整
備
、
活
用
が
示
さ

れ
て
い
る
。
特

に
第

二
七
条
に
あ
る

「教
育
及
び
広
報
事
業
計
画
」
に

よ
る

「評
価
と
尊
重

す
る
こ
と

の
強
化
」

は
、
「博
物
館

の
整
備

・
運
営

の
在
り
方

に
つ
い

て
」
で
示
さ
れ
た
内
容
と

一
致
し
、
博
物
館
で
は
既
に
実
績
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
役

割
を
担
う

「
適
当
な
職
員
を
有
し
」
に

つ
い
て
は
、
職
務

の
内
容
を
見
て
も
灰
野
が
示
し
た

よ
う

に
、
博
物
館
学
芸
員
で
あ

っ
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る

(灰
野
二
〇
〇
〇
)
。

以
上

の
よ
う

に
、
直
接
的
に
限
定
さ
れ
て
い
な

い
が
、

こ
う
し
た
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
博

一42一



物
館
に
も
た
せ
る
こ
と
、
あ
る

い
は
連
携
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
学
芸
員
が
そ
の
職
務
を
担

う

こ
と
は
充
分
可
能
な
こ
と

で
あ
る
。
博
物
館
関
連
規
約
に
も
あ
る
よ
う

に
、
世
界
遺
産
の

保
護

・
保
存

・
整
備
や
活
用
に
お
い
て
、
博
物
館
は
そ

の
役
割
を
担
う
機
関
な
の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
根
本
的
な
概
念
を
再
度
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

四
、
世
界
遺
産
の
博
物
館
資
料
的
位
置
づ
け
と
野
外
博
物
館

博
物
館
資
料
と
し
て
の
記
念
物

前
述

の
I
C
O
M
や
日
本

の
博
物
館
関
連
規
約
に
お

い
て
、
世
界
遺

産

(記
念
物
)
は
博

物
館
と
直
接
的
に
関
連
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
う
し
た
不
動
産
的

な
世
界
遺
産
を
含
む

区
域
や
博
物
館
は
、
博
物
館
学
で
は
野
外
博
物
館
に
分
類
し
、
屋
外

に
あ
る
記
念
物
等
を
博

物
館
資
料
と
し
て
活
用
し

て
い
る
。

新
井
重
三
は
、
野
外
博
物
館
を
現
地
保
存
型
と
収
集
保
存
型

に
分
類
し
、
[現
地
保
存
型

の
野
外
博
物
館
こ
そ
野
外
博
物
館
の
理
想

で
あ
り
本
領

で
あ
る
」
と

し
て
い
る

(新
井

一
九

八
九
)
。
世
界
遺
産

(記
念
物
)
を
考
え
る
場
合

に
は
、

こ
の
現
地
保
存
型
が
該
当
し
よ
う
。

現
地
に
存
在
す
る
記
念
物
等
が
、
野
外
博
物
館
で
は
す

べ
て
博
物
館
資

料
と
し
て
解
釈
で
き

る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
う
し
た
理
解

に
基
づ

い
て
、
世
界
遺
産
に
通
じ
る
記
念

物
を
博
物
館
学
的
に
考

え
た
こ
と
が
あ
る
。
文
化
遺
産

・
自
然
遺
産
を
含
む
記
念
物
は
、
観

光
や
娯
楽
的
な
鑑
賞
目

的
で
あ

っ
て
も
、
学
術
調
査

・
研
究
の
目
的

で
あ

っ
て
も
、
現
地
の
環
境

の
中
に
保
存
、
存

在
し
て
こ
そ
意
義
が
あ
る
。
そ
の
臨
場
感
は
現
地
で
し
か
味
わ
え
な

い
し
、
対
象
物
の
成
立

要
因
や
背
景
、
形
成
過
程
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
景
観
や
地
理
的

環
境
を
備
え
た
も

の
が

一
級
資
料
と

い
え
る
。
こ
う
し
た
資
料
が
、
野
外
博
物
館

に
お

い
て
は
理
想
的
な
博
物
館
資

料
と
し
た

(植
野
二
〇
〇
二
)
。

博
物
館

の
野
外

(屋
外
)
展
示
は
、

一
般
的
に
博
物
館

の
敷
地
内

に
石
造
物
等
を
露
出
展

示
し
た
も
の
を
連
想

さ
せ
る
が
、
こ
れ
も
展
示
資
料

で
あ
る
こ
と
に
は
違

い
な

い
。
野
外
博

物
館

で
は
、
記
念
物
を
す
べ
て
展
示
資
料

(博
物
館
資
料
)
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
筆
者
は

こ
れ
を
展
示
的
資
料
と
し
た
。
当
然
、
規
模
や
内
容

の
違

い
は
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

に
即
し
て
保
全

・
復
原

・
整
備

・
管
理
さ
れ
、
現
地
に
お

い
て
展
示

・
活

用
さ
れ
る
が
、
博
物
館
学
的
概
念

に
お

い
て
は
相
違
は
な

い
の
で
あ
る
。

前

述
し
た

I
C
O

M
の
規
約

で
は
、
博
物
館

の
定
義
と
し

て
、
「自
然
、
考
古
学
、
民
族

学
上
の
遺
物
、
遺
跡

、
史
跡
、
及
び
人
間
と
そ
の
環
境
に
関
す
る
物
的
資
料
を
取
得
、
保
存
、

伝
達
す
る
博
物
館

の
性
格
を
有
す
る
場
所
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
「博
物
館

の
性
格
を
有
す
る
場

所
」

の
内
容
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

一
般
的
に
記
念
物
等
を
包
括
し
た

野
外
博
物
館

は
、
「
博
物
館

の
性
格
を
有
す
る
場
所
」
と
し

て
異
論
は
な

い
。
ま
た
、
野
外

博
物
館

に
分
類
さ

れ
な
く
と
も
、
記
念
物
等
が
所
在
す

る
敷
地
内
、
ま
た
は
近
隣
に
博
物

館

・
資
料
館
等
が
存

在
す

る
場
合
も
同
様

の
解
釈
が
可
能

で
あ
り
、
対
象
と
す
る
記
念
物
等

は
す
べ
て
展
示
的
資
料
と
い
え
る
の
で
零

冊

野
外
博
物
館
と
記
念
物

野
外
博
物
館
と
し

て
活
動
し
て
い
る
博
物
館
は
、
文
部
科
学
省
平
成

一
四
年
度
社
会
教
育

調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
登
録

・
相
当
す
る
施
設

一
一
二
〇
館
園
の
う
ち

の

一
一
館
園

(
一

%
)
、
類
似
施
設

の
四
二
四
三
館
園

の
う
ち
の
八
五
館
園

(二
%
)
で
あ
り
、
総
計
で
五
三

六
三
館
園
中
九
六
館

園

(
一
・
八
%
)
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
野
外
博
物
館

の
比
率
は
、

極
端

に
少
な

い
と
言
え

る
。
し
か
し
、
野
外
博
物
館

に
分
類
さ
れ
な

い
博
物
館

に
も
、
隣
接

し
て
史
跡
公
園
等

の
記
念
物
を
包
括
す
る
も

の
も
数
多
く
存
在
す
る
た
め
、
こ
こ
で
対
象
と

す
る
博
物
館
園
は
か

な
り

の
数
に
な

ろ
う
。

野
外
博
物
館
に
限

ら
ず
、
記
念
物
等
に
隣
接
し
て
博
物
館

や
資
料
館
を
併
設
さ
せ
、
博
物

館
活
動
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
は
、
前
述

の

「市
町
村
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置

・
運
営
の

あ
り
方
」
で
奨
励
さ
れ
て
い
た
よ
う

に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
や
資
料

館

の
併
設
は
、
全
国

の
風
土
記
の
丘

・
資
料
館
を
手
始
め
と
し
て
、
登
呂
遺
跡
資
料
館
、
賀



曽
利
貝
塚
資
料
館
、
弥
生
文
化
博
物
館
や
、
多
賀
城
跡
、
太
宰
府
跡

、
名
護
屋
城
跡
、
朝
倉

遺
跡
、
西
都
原
古
墳
群
他
、
各
地
に
存
在
し
、
野
外
博
物
館
を
兼
ね

た
博
物
館
活
動
が
実
践

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

登
録
さ
れ
た
世
界
遺
産
に
限

っ
て
み
て
も
、
関
連
す
る
施
設
を
有
し

て
い
る
も
の
が
多

い
。

「
古
都
奈
良

の
文
化
財
」
と
し
て
有
名
な
平
城
宮
跡
で
は
、
奈
良
文
化

財
研
究
所
所
管
の
平

城
宮
跡
資
料
館
が
存
在
し
、
厳
島
神
社
で
は
厳
島
神
社
宝
物
館
と
宮
島

町
立
宮
島
歴
史
民
俗

資
料
館
、
原
爆
ド
ー
ム
で
は
平
和
記
念
館
が
、
沖
縄
県
で
は
後
述
す

る
よ
う

に
、
首
里
城
跡

内
に
展
示
室
が
あ
り
、
今
帰
仁
城
跡
に
は
今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー
、
座
喜
味
城
跡
に

は
読
谷
村
歴
史
民
俗
資
料
館
が
隣
接
し
て
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
屋
久

島
で
は
屋
久
島

オ
ー

プ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
が
あ
る
よ
う

に
、
施
設
併
設

の
重
要
性
は

既
に
認
識
さ
れ
、
実
践

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
例
は
、
す

で
に
記
念
物
等
が
野
外
展
示
物
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
こ
れ
に
異
論
を
唱
え
る
者
は
な
か
ろ
う
。
記
念
物
に
博
物
館

を
併
設
す
る
重
要
性

は
、
前
例

の
よ
う
に
古
く
か
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ

で
あ
え
て
記
念
物
を
、

博
物
館
資
料
や
展
示
的
資
料
と
再
定
義
す
る
必
要
性
も
な

い
が
、
記
念

物
と
博
物
館
活
動
の

基
本
的
あ
り
方
を
再
認
識
し

て
お
き
た

い
。

全
国
各
地
に
存
在
す
る
膨
大
な
記
念
物
お

い
て
、
全

て
に
博
物
館

や
資
料
館
を
設
け
る
こ

と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
名
勝

の
多
く
は
遠
隔
地

の
場
合
も
多

い
し

、
山
頂
に
史
跡
が
存

在
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
た
地
域

に
併
設
施
設
を
設
け
る
こ
と
は
非
効
率

で
あ
る
し
、

逆

に
自
然
景
観
を
損
ね
る
場
合
も
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
理
想
的
な
ス

タ
イ
ル
と
し
て
、
記
念

物
近
隣
に
博
物
館

・
資
料
館
を
併
設
す
る
ス
タ
イ
ル
が
望
ま
れ
る
。
ま

た
は
、
分
館
的
な
簡

易
な
自
然

・
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー

(げ
Φ馨

謎
①
8
コ
8
『)

の
設
置
も
有

効
で
あ
ろ
う
。
条
件

に
応
じ
た
対
策
が
必
要
な

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
登
録
さ
れ
た
世
界
遺
産
は
、
国
際
レ
ベ
ル
の
保
全
や
普
及
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
登
録
の
条
件

で
も
あ
り
、
責
務
で
あ
る
。
単
に
自
治
体
等

の
イ
ベ

ン
ト
性
や
対
面
的
な
問

題
で
は
す
ま
さ
れ
な

い
。
世
界
遺
産

の
理
解
と
普
及
に
お
い
て
は
、
恒
常
的
な
取
り
組
み
が

必
須

で
あ
り
、
単
発

・
短
期
的
な
取
り
組
み
で
は
不
可
能

で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
た
活
動
は
、

規
模

や
内
容

の
差
は
あ
る
が
、
前
述

の
野
外
博
物
館
や
そ
れ
に
準
じ
た
博
物
館
で
の
実
績
が

あ
り
、
世
界
遺
産

に
は
博
物
館

や
資
料
館

の
存
在
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
は
実
証
済
み
で
あ
る
。

所
管
博
物
館
等
と
は
無
縁
に
行
わ
れ
る

一
方
的
な
政
策

で
は
、
継
続
性

や
有
効
活
用
は
望
め

な

い
。
関
係
自
治
体

や
機
関
と
連
携

の
上
、
博
物
館
活
動
を
視
野
い
れ
た
政
策
と
計
画
が
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、

エ

コ
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
と

世
界
遺

産

前
述
し
た

「
博
物

館
の
性
格
を
有
す
る
場
所
」
と
し
て
の
野
外
博
物
館

や
、
そ
れ
に
準
じ

る
博
物
館
が
管
轄
す

る
記
念
物
等
は
、
博
物
館
資
料
や
展
示
的
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と

で
き
た
。
反
面
、

「博
物
館

の
性
格
を
有
す
る
場
所
」

に
該
当
し
な

い
記
念
物
は
、
全
国

各
地
に
多
数
存
在
す

る
。
こ
れ
ら
は
、
I
C
O
M
や
関
連
法
規

の
定
義
か
ら
し
て
も
、
博
物

館

の
概
念
に
は
該
当

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

]
般
的
に
は
、
単
体
の
記
念
物
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
述

べ
る

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
概
念
を
展
開
す
る
こ
と
に

よ
り
、
博
物
館
資
料

(展
示
的
資
料
)
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
博
物
館
活
用
が
期
待
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。

エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
は
、
「地
域
社
会

の
人

々
の
生
活
と
、
そ

こ
の
自
然
環
境
、
社
会
環

境

の
発
展
過
程
を
史
的
に
探
求
し
、
自
然
遺
産
お
よ
び
文
化
遺
産
を
現
地
に
お

い
て
保
存
し
、

育
成
し
、
展
示
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
当
該
地
域
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
博
物
館
」
と
定

義
さ
れ
る
。
地
域
の
遺
産
と
住
民
参
加
を
基
本
と
し
て
、
地
域
の
発
展

に
寄
与
す
る
、
新
し

い
博
物
館
構
想
で
あ
る
。
新
井
重
三
は

「生
活

・
環
境
博
物
館
」
と
い

う
訳
語
を
与
え

て
い
る

(新
井

一
九
九
五
)
。

大
原

一
興
に
よ
れ
ば
、

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
主
要
素
は
次
の
H

・
P

・
M
で
構
成
さ
れ
、
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図1エ コ ミュ ー ジ ア ム の概 念(大 原1999よ り、 一 部 補 筆)

三
者
が
有
機
的
に
連
携
し

て
機
能
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
、

一
要
素
で
も
欠
落
す
る

と
存
在
性
は
な

い
と

す
る

(大
原

一
九
九
九
)
。

H

(げ
巴

β
σq
①
)
"
地
域
お
け
る
自
然
環
境
、
文
化
遺
産
、
産
業
遺
産
な
ど
を
現
地
保

存
す
る
こ
と
。

P

(b
鋤
同什一〇
一b
gD
什一〇
b【)
"
住
民

の
未
来

の
た
め
に
、
住
民
自
身
の
参
加
に
よ
る
管
理
運

営
。

M

(ヨ
⊆
ω
Φ
¢
日
)
u
博
物
館
活
動

具
体
的
な
内
容
は

、
図

1
の
模
式
図
の
通
り

で
あ
る
。
M
は
施
設
と
し
て
の
博
物
館

(
コ

ア
ミ

ュ
ジ
ア
ム
)

の
存
在
と
、
そ
の
活
動
を
示
し
て

い
る
。

一
般
的
な
博
物
館
は
、
施
設
内

に
博
物
館
資
料
を
保
管

や
展
示
す
る
こ
と
を
常
と
す
る
が
、

エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
必
ず

し
も
そ
れ
を
排
除
す

る
も

の
で
も
な

い
。

エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
の
H
は
世
界
遺
産
に
通
じ
、
広
範
囲

で
あ
る
。
図

1
で
は
、

M

・
H

の
関
連
事
例
と
し
て
、
地
域
ま
る
ご
と
博
物
館
、
文
化
財
保
護
地
域
、
屋
根

の
な

い
博
物
館
、

自
然
公
園

・
エ
コ
パ

ー
ク
、
歴
史
的
環
境

の
保
全
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
が
記
さ
れ
い
る
。

本
稿
で
述
べ
て
き
た
記
念
物
の
他

に
、
地
域
の
産
業
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
内
容
や
規
模
は
様

々

で
あ

る
が
、
地
域

の
遺
産
を
対
象
物
と
し

て
構
成
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
遺
産
は
サ

テ
ラ
イ
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
自
由
に
見
学
し
、
学
習
し
、
理
解
し
、
感
動
し
、
満
足

し
、
あ
る

い
は
発
見
す
る
場

で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト

の
記
念
物
等

は
、

エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
の
根
幹

で
あ
り
、
前
述

の

展
示
的
資
料
で
あ
る

。
記
念
物
は
見
学
の
対
象
物
で
あ
り
、
展
示
室

に
お
け
る
博
物
館
資
料

と
同
等

の
意
味
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
定
義
に
立
て
ば
、
遠
隔
地
に
所
在
す

る
記
念
物
も
サ
テ
ラ
イ
ト
に
指
定
す
る
こ
と
よ

っ
て

エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
構
成
要
素
と
な

る
。
こ
れ
は
、
「博

物
館

の
性
格
を
有
す

る
場
所
」
と
し
て
充
分
当

て
は
ま
る
。
し
た
が

っ

て
、
I
C
O
M
で
定
義
さ
れ
た
遺
跡

・
史
跡

(記
念
物
)
の
多
く
が
、
博
物
館
資
料

・
展
示

的
資
料
に
該
当
す
る

こ
と
に
な
る
。
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エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
で
は
、
P
の
住
民
自
身

の
参
加
に
よ
る
管
理
運

営
が
基
礎

で
あ
り
、

単

に
遺
産
と
博
物
館
の
存
在
だ
け
で
は
機
能
し
な

い
。
図
1
に
あ
る
よ
う
な
連
携
し
た
活
動

　
エ

へ

が
基
本
で
あ
り
、
実

践
例
も
あ

る
。

エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
で
な

い
場

合

に
は
、
博
物
館
資

料

・
展
示
的
資
料

の
位
置
づ
け
は
原
則
的
に
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
形

式
的
な

エ
コ
ミ
ユ
ー

ジ
ア
ム
の
設
立
は
、
形
骸
化
を
招
く
だ
け
で
あ
り
、
将
来
的
な
展
開
は
難
し

い
こ
と
に
な
る
。

世
界
遺
産
を
含
む
記
念
物
は
、
保
全

や
理
解

・
普
及
に
は
博
物
館
機

能
、
あ
る

い
は
博
物

館
的
機
能
が
伴

っ
て
こ
そ
効
果
的
に
活
用

・
運
用
が
で
き
る
こ
と
を
、

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
は
実
践
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
世
界
遺
産
を
含
む
記
念
物
は
、

エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ

ア
ム
の
趣
旨
を
参
考

に
し
て
、
遺
産
の
保
全

や
理
解

・
普
及
、
そ
し

て
博
物
館
機
能
を
充

実
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
世
界
遺
産

の
普
及

・
啓
発

に
は
、

こ
れ
に

倣

っ
た
活
動
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

記
念
物
を
展
示
的
資
料
と
し
て
考
え
る
基
本
は
、
野
外
博
物
館
や
そ

れ
に
準
じ
る
博
物
館
、

そ
し
て
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お

い
て
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
世
界
遺

産
を
含
む
記
念
物
と

博
物
館

の
理
想
的
な
形
態
と
も
言
え
よ
う
。

六
、
世
界
遺
産
と
博
物
館
活
動

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
概
念

や
活
動
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
博
物
館

は
遺
産

の
保
全
や
理

解

・
普
及
に
関
し
て
、
重
要
な
機
能
を
担
う

こ
と
が
分
か
る
。
単

に
自

治
体
の

一
方
的
な
保

護

・
整
備
政
策
や
地
図

・
刊
行
物
作
り
に
留
ま
ら
ず
、
博
物
館
活
動

の
中

で
遺
産
を
考
え

る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
遺
産

の
価
値

は
、
担
当
部
局

・
機
関
を
違

え

て
も
変
わ
る
も
の

で
は
な

い
が
、
そ
の
活
用
や
活
動
は
基
本
的
理
解

や
姿
勢
に
よ

っ
て
格
差
が
生
じ
よ
う
。
博

物
館
や
世
界
遺
産

の
関
連
規
約
を
再
掲
す
る
ま
で
も
な
く
、
博
物
館
は
広
く
遺
産

の
保
護
や

普
及

の
役
割
を
も

っ
て
お
り
、

エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
に
あ
る
博
物
館
機
能
と
共
通
す
る
活
動

が
前
提
と
な

っ
て
い
る
。

近
年

で
は
、
口
本

を
問
わ
ず
各
国
の
世
界
遺
産
に
関
連
し
て
、
多
く

の
企
画
が
取
り
組
ま

　
　

　

れ
て
い
る
。
百
貨
店

や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
と
す
る
写
真
展
や
催
し
物
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、

国
民

の
世
界
遺
産
に
対
す
る
認
識
と
関
心
は
非
常
に
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

世
界
遺
産
登
録
地

に
は
、

一
早
く
遺
産
を
顕
彰
す
る
石
碑
や
看
板
が
建
立
さ
れ
る
こ
と
が

多
く

(図
2
)
、
広

報
を
通
じ

て
の
活
動
も
活
発

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
該
自
治
体
や
関

係
機
関
の
方
針

に
沿
う
形
で
実
施
さ
れ
、
登
録
時
に
お
け
る
関
係
機
関
と
住
民

の
関
心
は
高

い
。
世
界
遺
産
登
録

を
誇
り
、
世
界
遺
産
を
認
知

さ
せ
る
、
あ
る
い
は
来
訪
者
増
加
を
図
る

　
ヨ

　

役
目
を
も

っ
て
お
り
、

一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と

い
え
る
。

実
際
の
博
物
館
に
お
け
る
世
界
遺
産

の
取
り
組
み
を
見
て
み
よ
う
。
近
年

で
は
世
界
遺
産

登
録
を
記
念
し
、
あ

る
い
は
世
界
遺
産

の
名
称
を
用

い
た
多
く
の
企
画

・
特
別
展
が
行
わ
れ

て

い
る
。
二
〇
〇
四
年

に
は
、
「紀
伊
山
地

の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
世
界
遺
産
登
録
が
な
さ

れ
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
和
歌
山
県
立
博
物
館

で
は
、
「空
海
と
高
野
山
」
展
が
、
大
阪
市

立
美
術
館

で
は

「
祈
り

の
道
」
展
が

い
ち
早
く
行
わ
れ
、
関
係
自
治
体
に
お
い
て
も
同
様
の

企
画
や
行
事
が
多
く
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
多
く

の
博

物
館
に
お

い
て
、
世
界
遺
産
を
冠
し
た
企
画

・
特
別
展
が
常
時
行
わ
れ

て
い
る
。
博
物
館

で
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
世
界
遺
産

の
重
要
性
と
理
解
を
深
め
る
た

　
ヰ

　

め
に
は
効
果
的

で
あ
り
、
博
物
館
な
ら
で
は
の
活
動

の

一
つ
と

い
え
る
。

次
に
、
世
界
遺
産
所
在
地

で
の
博
物
館
と
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
沖
縄
県
で
は
、
二
〇

〇
〇
年
に

「琉
球
王
国

の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
跡
群
」
と
し
て
九

ヶ
所

の
史
跡
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
そ

の
分
布
は
、
那
覇
市
か
ら
今
帰
仁
村
に
ま
た
が
る
広
域
な
範
囲
に
ま
た

が

っ
て
い
る
。
那
覇
市
に
は
、
首
里
城
跡
、
玉
陵
、
識
名
園
、
園
比
屋
武
御
嶽
石
門
の
四
ヶ

所
が
隣
接
し

て
存
在

し
て
い
る
。
首
里
城
跡
は
、
広
範
囲
に
わ
た
り
城
壁
や
門
等
が
復
原

・

整
備
さ
れ
、
中
枢
部

の
正
殿

一
帯
は
北
殿
、
南
殿
、
奉
神
門
等
が
復
原
さ
れ
て
公
開
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
正
殿

一
帯
は
有
料
区
域
に
な

っ
て
お
り
、
北
殿
と
南
殿
に
は
展
示
施
設
が
設
け

ら
れ
て
い
る

(図
3
)
。
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展
示
室
で
は
常
設
展
の
他
に
企
画
展
示
も
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
資
料
の
収
集
、
復
原
、
調

査
研
究
、
普
及
や
、
首
里
城
公
園
友
の
会
等
の
具
体
的
な
博
物
館
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。
琉

球
の
歴
史
や
首
里
城
跡
の
詳
細
は
言
う
に
及
ば
ず
、
沖
縄
県
の
世
界
遺
産
を
理
解
す
る
た
め

に
も
効
果
的
で
あ
る
。
現
在
は
博
物
館
類
似
施
設
で
あ
る
が
、
正
殿
を
含
め
た
建
物
全
体
を

ハ
ら

　

登
録
博
物
館
申
請
に
向
け
て
検
討
中

で
あ
る
と

い
う
。
理
想
的

に
は
、
正
殿
や
城
壁
内

の
無

料
区
域
全
体
を
包
括

し
、
世
界
遺
産
と
直
結
し
た
博
物
館
的
構
想
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
博
物
館
的
施
設
と
世
界
遺
産
が

一
体
化
し
た
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る

(海
洋
博
覧

会
記
念
公
園
管
理
財
団

二
〇
〇
〇
)
。

一
方
、
城
壁
外
に

は
観
光
者
を
導
入
し
駐
車
場
を
兼
ね
た
施
設
で
あ
る
首
里
杜
館

(首
里

城
公
園
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
)
が
あ

る
。
地
下

]
階
に
は
駐
車
場
に
連
結
し
た
、
写
真
展
示
や

模
型
、
映
像
を
備
え

て
世
界
遺
産

の
解
説
を
行
う
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

(図
4
)
、

地
上

一
階

に
は
売
店

や
食
堂
街
に
、
復
元
品
や
絵
図
を
展
示
し
た
情
報
展
示
室
が
あ
る
。

い

ず
れ
も
観
光
施
設
的

要
素
が
強

い
。
首
里
城
跡
や
世
界
遺
産

の
導
入
的
役
割
を
も

っ
て
い
る

が
、
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
と
し
て
は
内
容
的

に
希
薄
で
あ
り
や
や
寂
し
い
。
多
く

の
見
学
者

は
立
ち
止
ま
る
こ
と

は
な
く
、
通
り
過
ぎ
て
い
た
。
本
殿
や
北
殿
と
南
殿

(有
料
区
域
内
)

農
示
室
と

の
連
携
が
認
め
ら
れ
な

い
の
が
残
念
で
あ
る
。

首
里
城

一
帯
は
、
城
郭
内
が
国
営
公
園

(国
営
沖
縄
記
念
公
園
事
務
所
)
、
さ
ら
に
有
料

区
域
が
都
市
基
盤
整

理
公
団
、
城
郭
外
が
県
営
公
園
と
し
て
管
轄
さ
れ
、
全
体
を
海
洋
博
覧

会
記
念
公
園
管
理
財

団

(首
里
城
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
)
が

一
元
的
に
委
託
管
理
し
て
い
る
。

博
物
館
施
設
と

レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

(ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

・
情
報
展
示
室
)
で
見
ら
れ
た
不

統

一
な
部
分
は
、
城

壁
内
外
を
問
わ
ず
統

一
的
な
、
全
体
的
な
計
画
の
体
制

・
連
携
が
望
ま

れ
る
。
こ
う
し
た
課

題
は
あ
る
も

の
の
、
世
界
遺
産
と
博
物
館

の

一
体
化
を
目
指
し
た
例
と

し
て
評
価
で
き
よ
う

。

一
方
、
今
帰
仁
城
跡
に
は
隣
接
し
て
今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー
が
存
在
す
る

(図
5
)。

主
な
展
示
は
、
村
内

の
史
跡
や
民
俗
資
料

で
あ
る
が
、
今
帰
仁
城
跡

の
展
示
も
あ
る
。

エ
ン
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ト
ラ
ン
ス
に
は
、
世
界
遺
産
に
関
す
る
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
親
し
み
を
感
じ
る
。
同
様

に
、

座
喜
味
城
跡
に
は
隣
接
し
て
読
谷
村
歴
史
民
俗
資
料
館
が
存
在
す
る
。
同
様
に
世
界
遺
産

の

顕
彰
、
遺
跡

の
解
説

・
案
内

が
行
れ

て
お
り

(図

6
)
、
城
跡
を
訪
れ
た
人
に
は
、
遺
産

の

内
容
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
玉
陵
は
玉
陵
管
理
事
務
所
、
識
名
園
に

は
識
名
園
管
理
事
務

所

(那
覇
市
教
育
委
員
会
管
轄
)
が
存
在
し
、
簡
易
な
展
示
室
に
て
案

内

・
解
説
が
な
さ
れ

て
い
る

(図

7
)
。
展
示

の
工
夫
は
確

か
に
必
要

で
あ
る
が
、
遺
産

の

理
解
を
助
け
る
施
設

と
し
て
効
果
的
で
あ
る
。

世
界
遺
産

・
琉
球

王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
跡
群
は
、
遺
産
所
在
地
や
所
管
が
分
散
し

て

い
る
た
め
、
施
設
毎

の
連
携

や
内
容
統

一
等

の
改
良
は
今
後
も
必
要

で
あ
る
が
、
遺
産

に

隣
接
し
て
こ
う
し
た
施
設
が
あ
る
こ
と
は
極
め
て
効
果
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
併
設

の
例
は
、

前
述
し
た
平
城
宮
跡
資
料
館
や
厳
島
神
社
宝
物
館

・
宮
島
町
立
民
俗
資
料
館
、
平
和
記
念
館
、

屋
久
島
オ
ー
プ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
、
知
床
自
然
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
ま
た
、
白
神
山
地

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
・
羅
臼
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
、
奈
良
市
な
ら
な
ら
館
は
、
イ

ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
を
併
設
し
た
例
で
あ
り
、
博
物
館

の
重
要
性
と
同
様
に
、
関
連
施
設

　
　

　

の
必
要
性
は
認
識
さ

れ
て
い
る
。
場
合
に
よ
れ
ば
、
博
物
館
の
分
館
的
な
施
設
、
博
物
館
に

準
じ
る
自
然

・
文
化

セ
ン
タ
ー

(げ
巴

β
ひΩ
Φ
8
巨
霞
)

の
併
設
も
可
能
で
あ
り
、
遺
産
の
重

要
性

や
認
識
度
を
高

め
る
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

海
外
に
お
い
て
は
、
世
界
遺
産
を
包
括
し
た
野
外
博
物
館
や

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
多
数

存
在
し
、
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
世
界
遺
産
を
内
包
す
る
も

の
と
し
て
は
、

ス
エ
ー
デ
ン
の
ベ
リ

ス
ラ
ー
ゲ

ン

・
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
ノ
ル
ウ

ェ
イ

の
ロ
ロ
ス

・
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ド
イ

ッ
の
ク
ヴ

ェ
ト
リ
ン
ブ

ル
ク
野
外
博
物
館
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
野

外
博
物
館
、

ア
メ
リ

カ
の
タ
オ
ス

・
ピ

ェ
プ

ロ
野
外
博
物
館

や
メ
サ

・
ヴ

ェ
ル
デ
野
外
博
物

館
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
イ

ア
ン
ブ
リ

ッ
ジ

・
ゴ
ー
ジ
野
外
博
物
館

の
等
が
あ
り
、
博
物
館
機
能

を
連
携
さ
せ
た
世
界
遺
産
の
活
用
と
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と

い
う

(大
原

一
九
九
九
、
杉

本
二
〇
〇
〇
)
。
世

界
遺
産

に
限
定
し
な
く
と
も
、
遺
産

の
理
解
と
学
習
、
あ
る

い
は
遺
産

一50一



の
保
護
活
動

に
博
物
館

が
相
互
連
携
し
実
践
し
て
い
る
例
で
あ
り
、

世
界
遺
産
と
博
物
館
活

動
が
有
機
的

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

世
界
遺
産
と
博
物
館
活
動

の
方
法
と
し
て
は
、
前
掲

の
特
別
展
等

も
重
要
で
あ
り
、
短
期

間
に
多
く

の
来
訪
者
が
望
め
、
遺
産
の
理
解
と
普
及
に
役
立

つ
。
し
か
し

一
方

で
は
、
現
地

の
遺
産
と
連
動
し
た
継
続
性
を
も

つ
活
動
が
必
須

で
あ
る
。

一
過
性

の
も

の
で
は
な
く
、
長

期
的
計
画
に
基
づ
く
恒
常
的
機
関
と
し
て
、
世
界
遺
産

の
情
報
基
地

と
し
て
の
博
物
館
が
必

要
で
あ
る
。
広
域

の
世
界
遺
産
に
お

い
て
は
、

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
中
核
博
物
館
的
な
情

報
基
地
の
設
置
も
望
ま
れ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
的

に
各
地
に
あ
る
遺
産
や
施
設
と
連
携
し
た
博
物

館
活
動
が
重
要
と
な
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
世
界
遺
産
と
博
物
館

の
関
連
性

や
必
要
性
を
説

い
た

。
ま
ず
関
連
規
約

の
整

理
と
理
解
、
次

い
で
野
外
博
物
館

・
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
世
界
遺
産

(記
念
物
)

の
関
連

性
、
展
示
的
資
料
と
し
て
世
界
遺
産

(記
念
物
)

の
位
置
づ
け
、
世

界
遺
産
と
博
物
館
活
動

の
実
際
を
述

べ
、
世
界
遺
産
の
保
全

や
理
解

・
普
及
に
は
博
物
館

の
存
在
と
博
物
館
活
動

が

不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
説

い
た
。

筆
者
が
論
ず
る
ま

で
も
な
く
、
こ
う
し
た
見
解
は
既
に
古
く
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
と

こ
ろ

で
あ
る
。

一
般
的
な
基
礎
的
な
理
解

・
見
解

で
あ

る
し
、
各
地

で
も

実
践
さ
れ
て
も

い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
重
要
性
を
自
治
体
や
博
物
館
関
係
者
が
再
認
識
す
る
こ
と
が
肝
要

で
あ

る
。
こ
れ
は
、
世
界
遺
産

に
限
る
必
要
は
な

い
が
、
各
地

に
所
在
す

る
記
念
物

(史
跡

・
名

勝

・
天
然
記
念
物
)

の
捉
え
方
か
ら
始
ま
り
、
記
念
物

の
博
物
館
で

の
位
置
づ
け
や
活
用
方

法

の
模
索
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

言
う
ま

で
も
な
く
、
世
界
遺
産
を
含
む
記
念
物
と
連
携
し
た
博
物
館
活
動
は
、
各
地
に
即

し
た
活
用
と
活
動
が
重
要
で
あ
り
、
自
治
体
と

の
連
携
も
必
要
で
あ

る
。
関
連
規
約

に
準
じ

る
ま

で
も
な
く
、
世
界
遺
産

の
活
用
と
博
物
館
は
有
機
的
な
関
係
に
あ
り
、
博
物
館
活
動
や

そ
れ
に
準
じ
た
活
動

の
な
か
で
行
わ
れ
る
の
が
望
ま
し

い
。
そ
の
延
長
が
、
充
実
し
た
世
界

遺
産

の
活
用

へ
と
繋

が
る
と
考
え

る
。

[付
記
]
水
野
正
好
先
生
は
、

一
九
七
九
年

の
文
化
財
学
科
開
設
時
に
赴
任
さ
れ
、
学
科

の
基
礎
固
め
と
発

展

に
大
き
く
尽
力
さ
れ
た
。
先
生

の
ご
努
力
が
今

日
の
文
化
財
学
科
を

作

っ
た
と
も

い
え
る

。
ま
た
、
大
学

の
要
職
も
歴
任

さ
れ
、
大
学
経
営
に
も
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
。
こ
の
た
び
定
年
を
迎
え
ら
れ
、
四
半
世
紀
に
わ
た
る
奈
良
大
学
で
の
教
育

・
研
究

活
動
に
終
止
符
を
打

た
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
先
生

の
熱

の
こ
も

っ
た

「楽
し

い
考
古
学
」

の
講
義
は
多
く
の
学

生
を
魅
了
し
、
専
門
職
を
め
ざ
し
て
数
多
く
の
卒
業
生
が
現
場
に
巣
立

っ

て

い
っ
た
。
そ
の
傍

ら
で
充
分
な
お
手
伝

い
も
で
き
ず
、
非
力
な
小
生
に
も
数

々
の
ご
指
導

を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

の
意
を
表
し
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
お
願

い

申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
平
成

一
七

(二
〇
〇
五
)
年
度
全
国
大
学
博
物
館
学
講
座
協
議
会
西
日
本
部
会

研
究
助
成

の
成
果

の

一
部
で
あ
る
。
助
成
を

い
た
だ

い
た
西
日
本
部
会
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。1註

 

(2
)

実
践
例

の
代
表
的
な
例
は
、
山
形
県
朝
日
町

エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
り
、
住
民
連
携
と
と
も

に
活
動

が
行

わ
れ

い
る
。
石
川
優
樹
氏

の
調
査

・
教
示

に
よ
る
。

百
貨
店

で
の
催
し
物
と
し

て
は
、
大
丸

ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
系

列

(世
界
遺
産
写
真
展
1
～
皿
、

二
〇
〇

一

年

～
)
を

始
め
と

し
て
、
松
坂
屋

・
他

で
継
続
し

て
行
わ
れ
て

い
る
。
そ

の
他
、
デ
オ
デ
オ
本
店

(世

界
遺
産
写
真
展
、

二
〇
〇
〇
年

)
、

ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー

(白
神

山
地
世
界
自
然
遺
産
展
、

二
〇
〇
三

年

)
、
国
際
交
流
基
金

フ
ォ
ー
ラ
ム

(世
界
遺
産
高
句
麗
壁
画
古
墳
展
、
二
〇
〇
四
年
)
、
企
画
ギ

ャ
ラ

リ
ー

(世
界
遺
産
-
大

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
展
、

二
〇
〇
五
年
)
、
世
界
遺
産
プ
ラ
ザ

・
世
界
遺
産
ギ

ャ
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(
3
)

(
4
)

(5
)

(6
)

ラ
リ
ー

(ア
ン

コ
ー
ル
王
朝

展
、
二
〇
〇
五
年
)
等

、
多
数

の
取

り
組
み
が
見
ら
れ
る
。

白
川
郷

・
五
箇
山

の
合
掌
造
り
集
落

は
、

一
九
九

五
年

に
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
白
川
村

で
は
そ

れ
以
降

、
二
〇
〇
三
年
ま

で
に
観
光
客

は
上
昇
し

、
二
〇
〇
四
年
以

降
は
ほ
ぼ
横

ば

い
傾
向

で
あ
る

が
、
遺
産

の
登
録

に
よ
り
観
光
客

は
大
幅
に
増
加
し
た
。
白

川
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

和
歌
山
県
立
博

物
館

で
は
、
継
続

し
て
県
内

の
世
界
遺
産
を
中
心
に
企
画
展
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た

各
地

の
博
物
館

で
は
、
東
京

写
真

美
術
館

(
ユ
ネ

ス

コ

・
世

界
遺
産

写
真
展
、

二
〇
〇

一
年
)
、
江

戸

東
京
博
物
館

(世
界
遺
産

ポ
ン
ペ
イ
展
、

二
〇
〇

一
年
)
、
福
岡
市
博
物
館

(世
界
遺
産
醍
醐
寺
展

、

二
〇
〇

一
年
)
、
神
戸
市
博
物
館

・
東

京
国
立
博
物
館

(世
界
遺
産

・
博
物
館

島
ー

ベ
ル
リ

ン
の
至
宝

展
1

、

二
〇
〇
五
年
)
、
そ

の
他
多
く

の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
。

博

物
館
施
設
と
し

て
の
取
り
組

み
は
、

(財
)
海
洋
博
覧
会
記
念
公
園
管

理
財
団
首
里
城
公
園
管
理

セ

ン
タ
ー
主
任
、
上
江
洲
安
亨
氏

の
ご
教
示

に
よ
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
博
物
館
機
能
を
有
し

て
い
る
と
は
言

い
難

い
が
、
当
面

そ
の
存
在
性
は
評
価

で
き
る
。
将
来
的
に
は
博
物
館
機
能
を
備
え

る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。
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世
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世
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